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１． 目的 

 2007年から 2017年で、日本の中学校部活動の軟

式野球人口は、30万人から 17万に減少したが、中

学生の硬式野球人口は5万人弱のままで減少してい

ない。本研究では、日本中学硬式野球協議会に加盟

している 5 団体（ボーイズリーグ、リトルシニア、

ポニーリーグ、ヤングリーグ、フレッシュリーグ）

を対象に、スポーツ組織の制度化の観点から、各団

体の特徴を明らかにすることを目的とした。 

 

２． 研究方法 

 スポーツを「身体的技量の競争を組織している制

度」（菊, 1993）とし、制度論の観点から分析項目と

して 1）スポーツ・シンボル①スポーツ・信条②ス

ポーツ・ルール、2）スポーツ・地位、3）スポーツ・

教育の 3つの局面を設定し、中学生硬式野球 5団体

の分析を行った。 

 

３． 結果と考察 

１） 中学生硬式野球団体（5団体）について 

  ボーイズリーグ（1970年設立）は、全国に 613

チームあり、5団体で唯一公益法人化されている。

リトルシニア（1972年設立）は、全国に 549チ

ームあり、ボーイズリーグと並び日本最大規模の

団体である。ポニーリーグは、本部がアメリカに

あり、日本で 1975 年に設立され、全国に 97 チ

ームあり、リエントリー制度など独自のルールが

ある。ヤングリーグ（1993 年設立）は、177 チ

ームあり、指導者ライセンセス制度を導入してい

る。フレッシュリーグ（1986年設立）は、九州

を地盤に九州のみの 32 チームで活動している。 

２） 制度化の特徴の整理 

 設定した分析項目に5団体の該当する特徴を当

てはめて、整理し、比較検討を行なった（表 1）。 

３） 各団体の相違点と共通点 

    5 団体は共通して野球を通して社会人として

の基礎の育成を目指しており、心身ともに成長

段階にある中学生を預かっていることを強く

意識していることが考えられた。また、各団体

は一定の社会的地位（法人格）をもって活動し

ていることが分かった。各団体の相違点として、

規模の小さい団体は独自の制度や活動を行う

ことによって他団体との差別化を図っていた。 

 

４． 結論 

 それぞれの団体が制度化の諸局面において、様々

な特徴を有していることが明らかになった。このよ

うに、民間団体として、各団体が特徴を持って組織

化されていることが、競技人口を維持できている一

要因であると考えられる。 
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